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ITインフラ可視化サービスは、「使えば使う程品質が良くなる」をコンセプト
に、常時監視による社内インフラの変化を長期スパンで捉え、社内インフラの
品質を向上させるためのコンサル業務を監視装置と併せて提供する他社には
無いサービスです。

「ネットワークが混みだしているが、何に使っているかが判らないので、増速
するかどうかの判断が付かない」と言うような場合に、確りしたエビデンスデータ
の提供も行います。
お客様の拠点にEECを設置させて頂き、パケットキャプチャーによる通信内
容の分析、及びsnmp情報によるトラヒック情報の可視化を行い、ネットワー
ク利用内容を明らかにし、ネットワーク帯域が妥当かの証拠（エビデンス）を
作成します。
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１．ＥＥＣ（End to End Checker )

本サービスをでデータを収集する機器
です。ＥＥＣを利用して、ＩＴサービスの提
供状況を遅延・timeout,トラフィック,パケ
ット分析を通して、見える化します。
通常はＥＥＣをセンタに１台設置します。
お客さま環境により拠点に１台設置する
場合もあります。

２．遅延に関するお客さまの不満の限界値
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３．エビデンスサービス

サービスには、パケットキャプチャーと併せてエビデンスを取るための幾つ
かの機能が有りますので、お客様の状況に合わせて組み合わせて使用
します。

成果物
① EEC(End to End Checker）による現状のの提供
日々レポート（朝に自動メール）、月毎アラート一覧（自動作成）

② Action Report の作成（約３か月毎）
改善が必要な項目を提示します。

③ オンラインクリニック
（Action Reportの説明のWEB会議。約３カ月毎）
④ 臨時Report （トラブルが継続している場合の特別調査 Report)
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４．提供できるデータ例

パケットのリアルタイム検索、データを保存しての過去データの分析が可能です。
お客様自身でも容易に分析ができます。（誰が何処へ接続して、何の通信を行って
いたかが判ります）

パケット数

プロトコル

パケット時間帯：2023-11-01 14:19:38 ～ 14:24:53 【 315 秒 = 5 分 15 秒 】
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SNMP（トラヒック情報）＋Ping監視によりネットワークの状況が判ります。

HUB、RouterからSNMP情報を取得する事により、トラヒック情報の可視化を実現

各機器のトラフィックの状況が分かります。

赤線 入りの全トラフィック

黒線 proxy発 入りトラフィック紫線 Zoom発 入りトラフィック
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５．ITSCのサービスの特徴

ITインフラ可視化サービスは

ネットワーク利用内容を明らかにし
ネットワーク帯域が妥当かの証拠（エビデンス）を明確にします。
誰が、誰とどんなプロトコルで、どれだけの容量で通信しているかを明らかにします。

次の提案をお客様に行う事ができます。

 ・調査対象部分の帯域増速や品目強化提案
・対象回線の減速やインターネットGW提案などトラフィック分散提案
・セキュリティ強化提案、予防措置提案

ITSコンサルティング株式会社 https://its-consul.co.jp/
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